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生活文化局に寄せられた都民の声と対応事例（平成３０年２月分） 

 

＜文化振興＞Tokyo Tokyo Festival 企画公募について 

「Tokyo Tokyo FESTIVAL 企画公募」が 2018 年 2 月 28 日で締切となりました。 

国内のみならず海外 28 ケ国・地域から総数 2,436 件におよぶ応募がありました（2018

年 3 月７日時点）。 

大変多くの皆さまに御関心をお寄せいただき、誠にありがとうございました。 

非常に高い関心が寄せられていたことから、以下にそのお問合せの内容を掲載させて

いただきます。 

＜文化振興＞Tokyo Tokyo Festival 企画公募について 

  説明会に参加できなかったので、説明会の配布資料や当日の質疑応答がわかる資料を

送ってもらえないか。 

【対応】 

Tokyo Tokyo Festival 企画公募の説明会にて配布した資料は特設ＷＥＢサイト

（http://ttf-koubo.jp）よりダウンロードいただけます。また、当日の質疑応答は同Ｗ

ＥＢサイトのＱ＆Ａにて公開しておりますので、併せて御確認ください。 

 

＜文化振興＞Tokyo Tokyo Festival 企画公募について 

TTF 企画公募について、法人格をもたない団体でも応募できるか。 

【対応】 

  法人格をもたない団体の方にもご応募いただけます。 

 

＜文化振興＞Tokyo Tokyo Festival 企画公募について 

  海外からアーティストを呼ぶ場合の費用も負担してもらえるのか。 

【対応】 

海外からの渡航費、宿泊費、アーティスト謝金等も事業費の対象となります。 

 

＜文化振興＞Tokyo Tokyo Festival 企画公募について 

コラボした相手や開催したい会場がある場合、相手方から了承を得ていないと応募で 

きないか。 

【対応】 

http://ttf-koubo.jp/
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今回の応募は想定で構いませんので、アーティストや会場等からの了承を得ていない 

場合でも応募できます。一次選考通過後に、実現可能性を検証していくことになります。 

 

＜文化振興＞Tokyo Tokyo Festival 企画公募について 

事業実施期間が 2020 年 9 月まで、とあるが、9 月は入るか。 

【対応】  

  2020 年 9 月の東京 2020 パラリンピックの閉会式までの期間と想定しております。 

 

＜私学＞特別奨学金について 

  授業料軽減助成金について、760 万円を少しでも超えると対象にならないのか 

（他同趣旨 3 件） 

【対応】  

 平素より私学行政にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。 

年収目安約 760 万というのは、給与収入のみの４人世帯（夫婦と子供２人）をモデル 

とした場合のものになります。 

審査は世帯の住民税課税額（年額）等に基づき行っています。 

基準税額については、東京都私学就学支援金センター（電話 03-5206-7925）にお問 

い合わせください。 

また、（公財）東京都私学財団ＨＰ

（https://www.shigaku-tokyo.or.jp/pa_jugyoryo.html）に掲載しております。 

 

＜私学＞私立高校の授業料の支援制度について 

  私立高校の授業料などについてどのような支援制度があるのか知りたい。 

（他同趣旨 1 件） 

【対応】 

  平素より私学行政にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。 

授業料負担を軽減する制度としては、国の就学支援金と都の授業料軽減助成金という 

制度があります。 

 また、授業料以外の学費負担を軽減する制度として奨学給付金という制度があります。 

ただし、各制度ごとに所得要件等が異なっております。 

詳しくは（公財）東京都私学財団ＨＰ

（https://www.shigaku-tokyo.or.jp/parents_index.html）に掲載しております。 

 


